
常任委員会

産業建設

常任委員会

産業建設

常任委員会

産業建設　当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
議
案
十
一
件
、
陳
情
二
件
、

意
見
書
の
審
査
一
件
、
合
計
十
四

件
で
あ
る

住
宅
条
例
の
一
部
改
正

問

　田
沢
湖
地
区
公
園
南
団
地
の

入
居
者
募
集
は
い
つ
か
ら
始
め

る
の
か
。
賃
貸
料
と
入
居
対
象

者
は
。

答

　平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日

に
六
戸
が
完
成
し
、
平
成
二
十

年
二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
九

日
ま
で
入
居
募
集
を
す
る
。

　

　
　賃
貸
料
は
平
屋
が
二
万
五
千

六
百
円
、
二
階
建
て
が
二
万
七

千
三
百
円
で
、
入
居
対
象
に
な

る
の
は
低
所
得
者
の
方
々
で
あ

る
。

農
業
振
興
費

問

　売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
対
策

費
の
内
訳
は
。

答

　売
れ
る
米
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
減
農
薬
、
減
化
学
肥

料
の
取
り
組
み
に
助
成
し
、
付

加
価
値
米
の
生
産
拡
大
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
助
成
単
価
は

十
ア
ー
ル
あ
た
り
新
規
二
千

円
、
継
続
千
円
を
交
付
す
る
も

の
で
あ
る
。

問

　あ
き
た
の
水
田
農
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
対
策
事
業
補
助
金
が
減
額

に
な
っ
た
理
由
は
。

答

　県
単
独
事
業
で
、
稲
作
の
直

播
栽
培
等
に
対
す
る
事
業
だ

が
、
県
が
市
を
通
さ
ず
事
業
主

体
で
あ
る
水
田
協
議
会
へ
直
接

交
付
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。

畜
産
事
業
費

問

　強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事

業
六
百
九
十
二
万
千
円
の
内
容

は
。

答

　国
の
補
助
事
業
で
、
生
保
内

町
田
地
区
飼
料
生
産
組
合
の
補

助
金
で
あ
る
。
当
初
二
十
年
度

の
実
施
希
望
で
あ
っ
た
が
県
か

ら
十
九
年
度
に
前
倒
し
実
施
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

今
回
の
補
正
と
な
っ
た
。

伝
承
館
費

問

　館
蔵
備
品
購
入
費
の
内
訳
と

現
在
ど
れ
く
ら
い
の
作
品
を
所

有
し
て
い
る
の
か
。

答

　桜
皮
細
工
伝
統
工
芸
展
で
、

県
知
事
賞
の
茶
筒
十
五
万
円
、

東
北
森
林
管
理
局
長
賞
の
茶
筒

十
六
万
円
。
現
在
七
百
五
十
四

点
で
、
三
千
九
百
万
円
相
当
。

そ
の
う
ち
六
点
が
市
の
文
化
財

に
な
っ
て
い
る
。

道
路
新
設
改
良
費

問

　地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

事
業
で
行
う
田
沢
湖
橋
の
現
状

と
工
事
の
工
法
は
。

答

　秋
田
新
幹
線
開
業
の
際
、
落

橋
防
止
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の

は
県
内
で
田
沢
湖
橋
だ
け
で
あ

る
。

　
　調
査
の
結
果
、
補
修
が
必
要

と
な
り
設
計
を
終
え
た
段
階

で
、
県
を
通
し
て
国
と
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
同
事
業
で
整
備
す

る
よ
う
指
導
が
あ
り
、
千
八
百

万
円
の
補
正
で
あ
る
。
工
法
は

現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
に

鋼
板
を
巻
き
建
て
す
る
補
強
工

事
。
年
度
内
完
成
予
定
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

問

　下
桧
木
内
地
区
簡
易
水
道
事

業
費
補
助
金
が
減
額
さ
れ
た
理

由
は
。

答

　配
水
管
が
路
肩
に
入
っ
て
い

る
た
め
国
道
一
〇
五
号
線
の
道

路
改
良
工
事
と
同
時
進
行
で
あ

る
が
、
県
の
事
業
が
次
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
る
た
め
減
額
し
た

も
の
。

問

　消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が

還
付
さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
。

答

　還
付
金
三
百
八
十
万
三
千
円

は
国
税
局
の
課
税
ミ
ス
に
よ
る

も
の
。

　
　旧
西
木
村
で
平
成
十
一
年
か

ら
十
七
年
ま
で
の
分
が
過
大
納

税
さ
れ
て
い
た
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

問

　西
木
町
の
「
か
た
く
り
館
」

の
指
定
管
理
者
に
応
募
し
た
団

体
等
は
ど
れ
だ
け
い
た
の
か
。

　
　ま
た
、
当
施
設
は
立
派
な
施

設
だ
が
普
段
あ
ま
り
活
用
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
施

設
内
で
野
菜
や
山
菜
等
の
物
品

販
売
は
出
来
な
い
の
か
。

答

　応
募
は
一
団
体
で
あ
る
。
施

設
内
の
物
品
販
売
は
補
助
制
度

の
性
質
上
出
来
な
い
が
、
建
物

の
軒
下
や
屋
外
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
の
販
売
は
出
来
る
。

　か
た
く
り
の
花
の
季
節
や
栗
の

季
節
に
は
多
く
の
方
が
訪
れ
て

い
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

問

　事
業
債
繰
り
上
げ
償
還
の
内

容
は
。

答

　平
成
三
年
度
末
ま
で
の
事
業

実
施
の
た
め
、
借
り
入
れ
し
て

い
た
高
い
利
子
の
公
的
資
金
を

一
旦
繰
り
上
げ
償
還
し
、
公
債

費
の
軽
減
対
策
と
し
て
国
が
認

め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　利
率
５
％
以
上
の
政
府
資
金

を
今
年
度
か
ら
三
年
間
で
、
繰

り
上
げ
償
還
し
て
借
り
換
え
る

も
の
。
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教育民生　案
件
は
本
会
議
に
お
い
て
付
託

さ
れ
た
議
案
七
件
と
陳
情
三
件
で

あ
る
。

仙
北
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

（
市
立
角
館
総
合
病
院
）

問

　職
員
を
多
く
す
る
こ
と
は
予

算
的
に
赤
字
だ
が
、
人
数
を
増

や
し
て
、
赤
字
を
解
消
で
き
る

の
か
。

答

　収
入
増
を
見
込
ん
で
、「
七

対
一
」
看
護
基
準
を
導
入
し
た
。

　人
件
費
を
差
し
引
い
て
も
十
分

赤
字
の
解
消
は
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問

　市
立
病
院
の
経
営
統
合
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
目
途
は
つ
い
て
い

る
の
か
。

答

　統
合
に
つ
い
て
は
、
医
療
改

革
会
議
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
。

　総
務
省
が
公
立
病
院
の
改
革
を

打
ち
出
し
て
い
る
の
で
最
終
的

に
は
市
の
政
策
と
し
て
判
断
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

仙
北
市
病
院
事
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

問

　改
正
の
内
容
を
説
明
し
て
ほ

し
い
。

答

　育
児
休
業
法
な
ど
の
改
正
で

あ
る
。
従
来
の
「
三
歳
に
満
た

な
い
子
」
か
ら
、「
小
学
校
就

学
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
」

に
改
め
、
一
日
二
時
間
を
越
え

な
い
範
囲
で
無
給
休
暇
を
与
え

る
も
の
。

問

　自
己
啓
発
等
の
休
業
の
承
認

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
。

答

　自
ら
希
望
し
て
国
際
貢
献
を

行
う
と
か
、
大
学
へ
行
っ
て
勉

強
す
る
と
か
、
認
定
看
護
師
の

資
格
を
取
得
す
る
等
の
場
合
、

休
暇
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　休
業
期
間
中
、
給
与
の
支
給

は
な
い
。

仙
北
市
一
般
会
計
補
正
予
算

問

　灯
油
の
値
上
が
り
で
高
齢
者

世
帯
や
所
得
の
少
な
い
方
々
に

と
っ
て
さ
ら
に
厳
し
い
冬
に
な

り
そ
う
だ
。
福
祉
の
観
点
か
ら

市
の
対
策
は
。

答

　国
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
詳

し
い
内
容
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
。

　
　

　
　通
達
が
届
き
次
第
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
（
定
例
会
最
終
日
）

　

　国
が
緊
急
原
油
高
対
策
と
し

て
、
寒
冷
地
の
低
所
得
者
層
を

対
象
に
し
た
灯
油
代
補
助
を
考

え
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
市
と

し
て
も
国
と
歩
調
を
あ
わ
せ
た

い
。

　
　内
容
は
、
生
活
保
護
世
帯
以

外
の
七
十
五
歳
以
上
の
非
課
税

世
帯
と
、
一
人
暮
ら
し
の
障
害

者
の
方
に
支
援
す
る
も
の
で
あ

る
。

　一
世
帯
あ
た
り
灯
油
五
十
リ
ッ

ト
ル
、
ま
た
は
、
五
千
円
を
上

限
に
援
助
す
る
。

　早
け
れ
ば
一
月
中
旬
こ

ろ
結
論
が
出
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

問

　ゴ
ミ
処
理
施
設
管
理

運
営
費
の
な
か
で
、
修

繕
に
か
な
り
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
が
、
も

っ
と
安
く
で
き
る
よ
う

な
工
夫
を
考
え
て
い
な

い
か
。

　

　
　ま
た
、
修
繕
計
画
を

立
て
て
い
る
と
思
う

が
、
委
員
会
に
示
せ
な

い
の
か
。

答

　メ
ー
カ
ー
が
独
自
に

開
発
し
た
特
許
的
な
も
の
も
あ

り
苦
慮
し
て
い
る
が
、
今
後
も

安
く
出
来
る
よ
う
工
夫
し
て
い

き
た
い
。

　修
繕
計
画
に
つ
い
て
は
、
建
設

当
初
に
作
成
し
た
計
画
書
は
あ

る
が
、
当
時
と
状
況
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
を

見
直
し
て
い
き
た
い
。

問

　角
館
小
学
校
建
設
工
事
で
、

元
請
の
企
業
体
か
ら
、
地
元
業

者
に
、
下
請
け
と
し
て
、
工
事

を
発
注
し
た
の
は
業
種
別
に
ど

れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

　
　ま
た
、
机
、
イ
ス
等
の
備
品

購
入
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答

　元
請
が
地
元
業
者
へ
発
注
し

た
業
種
は
、
ガ
ラ
ス
工
事
、
木

工
事
、
足
場
工
事
、
土
木
工
事
、

ク
レ
ー
ン
関
係
、
金
属
加
工
、

左
官
工
事
等
で
、
金
額
に
し
て

約
二
億
円
で
契
約
率
は
十
一
、

七
％
程
度
。

　机
、
イ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
現

在
使
用
し
て
い
る
も
の
を
そ
の

ま
ま
使
い
た
い
。

　
　た
だ
し
、
補
修
が
必
要
な
も

の
も
あ
る
の
で
、
年
内
に
確
認

し
、
財
政
課
と
も
相
談
の
上
、

発
注
を
急
ぎ
た
い
。

私
立
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
市
立
角
館
総
合
病
院
）

問

　事
業
の
内
容
を
説
明
し
て
ほ

し
い
。

　

答

　Ｘ
線
透
視
撮
影
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
は
、
既
存
の
機
器
は
平

成
元
年
二
月
の
購
入
で
あ
り
、

透
視
、
撮
影
像
が
非
常
に
劣
化

し
て
き
て
い
る
た
め
更
新
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　内
視
鏡
光
源
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
は
、
既
存
拡
大
ス
コ
ー
プ

に
、
今
回
、
導
入
を
お
願
い
し

て
い
る
機
器
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
見
え
に
く
い
細

微
な
病
変
を
光
の
力
で
分
か
り

や
す
く
照
ら
し
出
す
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

　
　多
彩
な
機
能
が
精
度
の
高
い

診
断
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。

14仙北市議会だより
2008.2.1発行　No.9

修繕費の削減が求められるゴミ処理場


